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Ⅱ　損　益　計　算　書
平成27年７月１日から平成28年６月30日

科　　　目 小　　計 合　　計
一　　　般　　　事　　　業

計 指　導 販　売 森林整備

円 円 円 円 円 円

Ⅰ　事 業 総 収 益

　１．事 業 収 益 436,232,350 436,232,350 8,452,600 108,495,941 319,283,809

　２．事 業 費 用 333,706,418 333,706,418 3,572,487 80,714,602 249,419,329

事 業 総 利 益 102,525,932 102,525,932 4,880,113 27,781,339 69,864,480

Ⅱ　事 業 損 益

　１．人 件 費 60,077,640 60,077,640 6,675,292 13,350,587 40,051,761

　２．旅 費 交 通 費 1,048,474 1,048,474 116,497 232,994 698,983

　３．事 務 費 3,208,006 3,208,006 356,445 712,890 2,138,671

　４．業 務 費 1,095,883 1,095,883 121,765 243,529 730,589

　５．諸 税 負 担 金 1,386,167 1,386,167 154,018 308,037 924,112

　６．施 設 費 18,697,637 18,697,637 2,077,516 4,155,030 12,465,091

　７．雑 費 848,602 848,602 94,289 188,578 565,735

事 業 管 理 費 計 86,362,409 86,362,409 9,595,822 19,191,645 57,574,942

事 業 利 益 16,163,523 16,163,523 △4,715,709 8,589,694 12,289,538

Ⅲ　経 常 損 益

　１．事 業 外 収 益 1,329,279

　２．事 業 外 費 用 747,385

事 業 外 損 益 581,894

経 　 常 　 利 　 益 16,745,417

Ⅳ　特 別 損 益

　１．特 別 利 益 0

　２．特 別 損 失 19,000

特 別 損 益 △19,000

税 引 前 当 期 利 益 16,726,417

法人税・住民税及び事業税額 0

当 期 剰 余 金 16,726,417

前 期 繰 越 剰 余 金 5,199,394

当 期 未 処 分 剰 余 金 21,925,811

第　106　号（1）平成28年10月号

　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日
、

静
岡
市
林
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第

三
十
五
回 

静
岡
市
森
林
組
合 

通
常
総

代
会
が
来
賓
、
役
員
、
総
代
六
十
二

名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
吉
澤
組
合
長
よ
り
「
本

日
、
こ
こ
に
第
三
十
五
回
通
常
総
代

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
御

来
賓
、
総
代
各
位
の
皆
様
方
に
は
御

多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
御
出
席
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

し
て
平
素
よ
り
森
林
組
合
事
業
に
対

し
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
、心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
森
林
組
合
や
林
業
を
取
り
巻

く
情
勢
は
材
価
の
低
迷
、
就
業
者
の

高
齢
化
、
不
在
林
家
等
、
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
厳
し
い
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、

組
合
員
第
一
の
組
合
活
動
を
通
じ
て

林
業
振
興
に
貢
献
し
、
森
林
組
合
は

地
域
に
根
ざ
し
た
組
織
と
し
て
社
会

的
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
森
林
組
合
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
常
に
流
動
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
柔
軟
か
つ
適
切
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
組
合
員
の
皆
様

方
、
地
域
の
皆
様
方
、
そ
し
て
国
・

県
・
市
並
び
に
県
森
連
等
、
関
係
諸

団
体
か
ら
の
更
な
る
御
指
導
、
御
鞭

撻
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
挨
拶
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
と
致
し
ま
し
て
、
静
岡

県
中
部
農
林
事
務
所
長 

望
月
一
男

様
よ
り
、「
貴
組
合
の
皆
様
に
は
、

本
県
が
進
め
る
森
林
整
備
を
は
じ
め

と
し
た
森
林
・
林
業
関
連
施
策
に
関

し
て
、
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
、
県
産
材
の
需
要

と
供
給
の
一
体
的
な
創
造
を
進
め
る

た
め
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、

路
網
の
整
備
と
い
っ
た
基
盤
整
備
の

推
進
、
ま
た
、
森
林
施
業
の
集
約
化

に
よ
る
低
コ
ス
ト
林
業
、
利
用
間
伐

の
拡
大
の
推
進
、
木
材
供
給
の
要
と

な
る
技
術
者
の
育
成
確
保
の
推
進
を

吉
澤
組
合
長 

挨
拶

望
月
所
長 

御
祝
辞

第35回
通常総代会開催

重
点
的
な
施
策
と
し
て
、
工

場
か
ら
求
め
ら
れ
る
年
間
を

通
し
た
原
木
の
安
定
供
給
体

制
の
構
築
を
支
援
し
、
平
成

二
十
九
年
度
末
に
は
県
全
体

で
年
間
五
〇
万
㎥
を
安
定
供

給
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
予

想
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
需

要
に
応
え
る
た
め
に
も
森
林

認
証
材
の
認
知
向
上
を
推
進

し
、
需
要
開
拓
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
静
岡
地
域

が
適
切
な
森
林
整
備
を
通
じ

た
安
定
的
な
木
材
生
産
が
で

き
る
地
域
と
な
り
、
林
業
が

静
岡
市
の
主
要
産
業
と
し
て

Ⅲ　総　合　貸　借　対　照　表
平成28年６月30日

科　　　目 内　訳 小　計 合　計 科　　　目 内　訳 小　計 合　計
資　産　の　部 円 円 円 負　債　の　部 円 円 円

流　動　資　産 流　動　負　債
１．現 金 58,415 １．受 託 販 売 預 り 金 13,571,553
２．預 金 128,238,611 ２．買 掛 金 149,259
３．売 掛 金 0 購 買 買 掛 金 149,259

購 買 売 掛 金 0 ３．未 払 金 2,957,022
４．未 収 金 5,635,342 事 業 未 払 金 2,301,219

事 業 未 収 金 5,233,142 一 般 未 払 金 653,203
一 般 未 収 金 0 未 払 消 費 税 2,600
未 収 賦 課 金 402,200 ４．未 払 法 人 税 等 2,549,300

５．購 買 品 棚 卸 資 産 882,320 ５．預 り 金 4,390,320
事 業 物 資 341,092 ６．貸 倒 引 当 金 2,000,000
生 活 物 資 284,278 ７．前 受 金 11,877
養 苗 勘 定 256,950

６．立 替 金 2,844,816
造 林 立 替 金 2,844,816
一 般 立 替 金 0

７．前 渡 金 167,483
８．事 業 前 払 費 用 14,019,948

請負林産前払費用 7,502,675
森林整備前払費用 6,517,273

９．前 払 い 費 用 70,173
10．仮 払 金 0
11．未 収 入 金 2,105,392

流 動 資 産 合 計 154,022,500 流 動 負 債 合 計 25,629,331

固　定　資　産 固　定　負　債
有 形 固 定 資 産 １．退 職 給 付 引 当 金 17,251,942
１．建 物 1,514,693 ２．役員退任慰労金引当金 2,459,000
２．機 械 装 置 5,801,238 固 定 負 債 合 計 19,710,942
３．車 輌 運 搬 具 2 負 債 合 計 45,340,273
４．器 具 及 び 備 品 579,809
５．森 林 108

有 形 固 定 資 産 計 7,895,850

無 形 固 定 資 産 純 資 産 の 部
１．電 話 加 入 権 291,176 291,176 組 合 員 資 本

１．出 資 金 31,627,000
外　部　出　資 ２．利 益 剰 余 金 90,635,647
１．系 統 出 資 金 26,310,000 法 定 準 備 金 22,949,063
２．系 統 外 出 資 金 1,335,000 任 意 積 立 金 67,686,584

外 部 出 資 計 27,645,000 ３．当期未処分利益剰余金 21,925,811
当 期 剰 余 金 16,726,417

その他固定資産 前 期 繰 越 剰 余 金 5,199,394
１．差 入 保 証 金 84,000 ４．資 本 準 備 金 409,795

そ の 他 固 定 資 産 計 84,000 組 合 員 資 本 合 計 144,598,253
固 定 資 産 合 計 35,916,026 純 資 産 合 計  144,598,253

資 産 合 計 189,938,526 負 債 ・ 純 資 産 合 計 189,938,526

※事業管理費の各事業への配賦割合は、
　次のとおり人頭割です。

指　　導  1.0人

販　　売  2.0人

森林整備  6.0人

合　計  9.0人

※小数点以下未表示のため、配賦数値に
　合計との不突合があります。

成
長
し
て
い
く
よ
う
、
皆
様
と
と
も

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
の
お
祝
い

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
静
岡
市
経
済
局
中
山
間
地

振
興
担
当
部
長　

小
林
満
明
様
、
静

岡
県
森
林
組
合
連
合
会　

代
表
理
事

会
長　

中
谷
多
加
二
様
か
ら
も
お
祝

い
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
静
岡
県
中
部
農
林
事
務
所

農
山
村
整
備
部
長　

大
石
様
、
同
事
務

所
森
林
整
備
課
林
業
振
興
班
主
査　

森

様
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研

究
所
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
静
岡
水
源
林

整
備
事
務
所
長　

久
保
田
様
、
静
岡
市

経
済
局
中
山
間
地
振
興
課
長

　

佐
野
様
、
同
課
森
林
・
林

業
係
長　

小
山
様
、
同
課
主

任
主
事　

神
谷
様
、
同
市
治

山
林
道
課
長　

増
田
様
、
同

課　

林
道
第
一
係
長　

小
松

様
、
静
岡
県
森
林
組
合
連
合

会
常
務
理
事　

大
畑
様
に
ご

臨
席
賜
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
笠
井

敬
悦
議
長
の
進
行
の
も
と
、

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ

た
上
で
多
数
の
賛
成
を
得

て
、
全
て
の
議
案
が
承
認
可

決
さ
れ
、
無
事
、
総
代
会
を

終
了
致
し
ま
し
た
。
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第　106　号 平成28年10月号（2）

 ㎥単価を石単価に換算するには、概算で
 ㎥単価を3.6で割ります。
　　入札日 平成28年９月29日
　　市回数 2,475回

△強気配　○保合　▼弱気配（㎥単位）
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12,000
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15,000
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14,500
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20,300
18,500
－　
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10,000
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19,500
17,500
20,000
18,000
53,000
－　
28,000
24,000
－　
－　
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7,000
10,000
12,000
12,500
250
8,000
10,000
10,500
11,000
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13,500
15,000
15,500
14,500
10,500
15,000
19,000
18,000
－　
300

10,000
14,500
17,500
16,500
17,500
16,500
30,000
－　
27,000
23,000
－　
－　
－　

1,350
590
1,044
1,650
－　
464
780
1,218
1,936
3,375
5,535
－　
2,254
3,498
1,486
885
1,653
2,376
－　
－　
580
1,131
2,030
2,904
4,725
6,765
12,300
－　
5,238
6,670
－　
－　
－　

6,000
10,000
12,000
11,500
250
8,000
10,000
9,000
10,000
10,000
9,000
13,000
15,500
14,500
7,000
14,000
19,000
18,000
－　
300

10,000
14,000
16,000
16,000
14,500
14,000
20,000
－　
25,000
20,000
－　
－　
－　

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
△
－
○
○
○
○
○
△
○
○
－
○
○
－
－
－

樹種 長　さ
（m）

末口径
（cm）

落　　　札　　　価　　　格
高　値 中　値 １本当単価 安　値

気　配

県森連静岡事業所

安
全
祈
願
祭
、
林
業
労
働
災
害
防
止
講
習
会
　
開
催

安
全
祈
願
祭

お
知
ら
せ

カ
モ
シ
カ
被
害
対
策
　
防
護
柵

設
置
に
つ
い
て

　

当
組
合
で
は
、
静
岡
市 

中

山
間
地
振
興
課
様
と
契
約
を
結

び
、
幼
齢
木
を
カ
モ
シ
カ
等
の

被
害
か
ら
保
護
す
る
「
カ
モ
シ

カ
防
護
柵
設
置
業
務
」
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
植
林

の
予
定
が
あ
る
方
や
、
植
林
後

被
害
に
合
わ
れ
て
し
ま
っ
た

方
、
ぜ
ひ
当
組
合
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

賦
課
金
納
入
の
お
知
ら
せ

　

十
月
末
日
が
納
入
期
日
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
前
回
分　

未
納
の
方
は
お
早

め
に
納
入
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

組
合
は
皆
様
の
御
協
力

の
も
と
運
営
し
て
お
り

ま
す
。

　

九
月
七
日
、
安
全
祈
願
祭
と
林

業
労
働
災
害
防
止
講
習
会
を
、
静

岡
市
林
業
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
致

し
ま
し
た
。
安
全
祈
願
祭
で
は
、

見
城
神
官
に
よ
る
、
林
内
作
業
の

安
全
等
を
願
う
祝
詞
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
吉
澤
組
合
長
を
始
め
、
組

合
作
業
員
代
表
等
が
祭
壇
に
玉
串

を
捧
げ
ま
し
た
。

 
※
ア
イ
ウ
エ
オ
順

代
表
理
事
組
合
長　

吉
澤
修
一

　

安
全
祈
願
祭
後
に
、
林
業
労
働

災
害
防
止
講
習
会
が
行
わ
れ
、
始

め
に
静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会　

事
業
部
長　

高
橋
雅
弘
様
に
よ
る

安
全
管
理
講
座
を
御
講
演
頂
き
ま

し
た
。林
業
労
働
災
害
の
特
徴
や
、

初
心
者
と
熟
練
者
に
よ
る
災
害
発

生
原
因
等
に
つ
い
て
お
話
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、
静
岡
労
働
基
準
監

理　
　
　
　

事　

大
石
一
夫

〃

　

加
藤
貴
彦

〃

　

見
城
久
雄

〃

　

志
村　

清

〃

　

白
鳥
鋼
一

〃

　

鈴
木
英
元

〃

　

滝
浪
龍
司

〃

　

萩
原　

康

〃

　

堀
井
和
男

〃

　

望
月
庄
司

〃

　

望
月
良
信

〃

　

安
池
勘
司

〃

　

安
本　

愈

〃

　

安
本
吉
明

〃

　

山
田
芳
朗

監　
　
　
　

事　

内
野
督
勝

〃

　

小
林
雅
彦

〃

　

白
鳥
長
治

県
森
連
　
高
橋
様
ご
講
演

新
入
職
員
紹
介

　

本
年
九
月
に
転
職
し
、
こ
の
た

び
静
岡
市
森
林
組
合
で
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
窪
田

怜（
く
ぼ
た 

れ
い
）と
申
し
ま
す
。

　

静
岡
県
で
は
、
荒
廃
し
た
森
林

を
再
生
し
、
山
地
災
害
の
防
止
や

水
源
か
ん
養
な
ど
「
森
の
力
」
を

回
復
す
る
た
め
に
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
十
年
間
「
森
林
づ
く
り
県

民
税
」
に
よ
る
、
森
の
力
再
生
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
こ
の
期
間
に
新
た
に

森
林
の
荒
廃
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
三
十
二
年
度
ま
で

森
の
力
再
生
事
業
の

継
続
決
定

新
役
員
紹
介

の
五
年
間
を
事
業
期
間
が
延
長
が

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当

組
合
で
も
組
合
員
様
の
山
林
に
お

い
て
森
の
力
再
生
事
業
を
進
め
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。今
後
も
、

当
事
業
に
お
け
る
御
理
解
、
御
協

力
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

森の力実施地（大川地区）

防護柵設置地

総
代
会
議
案

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度

事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及

び
注
記
表
・
附
属
明
細
書
承
認

の
件

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度

事
業
計
画
設
定
の
件

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度

一
般
賦
課
金
徴
収
方
法
を
定
め

る
件

第
四
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度

役
員
報
酬
を
定
め
る
件

第
五
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度

諸
手
数
料
徴
収
方
法
を
定
め
る

件
第
六
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度

　

私
は
神
奈
川
県
横
浜
市
出
身

で
、
東
京
農
業
大
学 

醸
造
科
学

科
で
微
生
物
に
つ
い
て
勉
強
し
、

か
れ
こ
れ
十
四
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

静
岡
ヘ
は
、
前
職
で
の
転
勤
で

四
年
前
に
参
り
ま
し
た
。
前
職
で

は
富
士
地
区
で
製
紙
会
社
に
出
入

り
し
て
化
学
薬
品
の
営
業
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
作
業
着
で
の
業
務
は
慣
れ
て

お
り
ま
す
が
、
森
林
に
つ
い
て
の

知
識
は
こ
れ
か
ら
着
実
に
つ
け

て
、
早
く
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
の
世
界
で
は
自
分

の
仕
事
が
評
価
さ
れ
る
ま
で
五
十

年
ほ
ど
か
か
る
と
聞
き
ま
し
た
。

県
外
か
ら
移
り
住
み
、
こ
れ
か
ら

静
岡
に
根
付
い
て
生
き
て
い
く
に

私
に
と
っ
て
、
次
代
へ
名
前
が
残

せ
る
仕
事
が
で
き
る
こ
と
は
幸
せ

で
す
。

　

社
会
人
と
し
て
は
今
年
で
四
年

目
、
人
間
で
い
え
ば
四
歳
児
で
す

た
め
、
皆
様
よ
り
ご
指
導
ご
鞭
撻

頂
き
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

余
裕
金
及
び
積
立
金
預
け
入
れ

先
を
定
め
る
件

第
七
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度

に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度

を
定
め
る
件

第
八
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度

に
お
け
る
貸
付
金
の
最
高
限
度

を
定
め
る
件

第
九
号
議
案　

理
事
・
監
事
任
期

満
了
に
つ
き
選
任
の
件

第
十
号
議
案　

退
任
役
員
の
慰
労

金
支
給
の
件

督
署　

安
全
衛
生
課
長　

宮
澤 

純
様
よ
り
、
林
業
労
働
災
害
防
止

に
つ
い
て
御
講
演
頂
き
、
県
内
の

林
業
労
働
災
害
の
発
生
状
況
や
対

策
法
等
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
安
全
作
業
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。


